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平成 28年（2016 年）１月 30 日

東邦学園広報

　2016年球春を告げる第88回選抜高校野球大会（春のセンバツ）で東邦高校の活躍が期待
されています。2015年秋季東海地区大会で優勝し、明治神宮大会に出場した時点で28回
目のセンバツ出場が事実上決定していました。エースで４番の藤嶋健人主将は140キロを
超えるストレートとバッ
ティングパワーでチームを
牽引。甲子園での活躍が
期待されています。

女子サッカー部がインカレ２回戦に進出
　兵庫県三木市で開催された第24回全日本大学女子サッカー選
手権大会（インカレ）に３回目の出場を果たした愛知東邦大学女子
サッカー部は１回戦で、福岡大学・九州国際大学に３－０で勝利
し、前回１回戦敗退の雪辱は果たしました。２回戦では姫路獨
協大学に１－９で敗退しましたが、１、２年生たちがインカレ舞
台を経験できたことは次に繋がる大きな成果になったはずです。
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更なる飛躍に向けて
東邦高等学校校長　佐々木　泰裕

未来から今を考えよう
学園理事長　愛知東邦大学学長　榊　直樹
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　新年あけましておめでとうございます。　
　2014年12月に中央教育審議会答申（「新しい時代にふ
さわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学
教育、大学入学者選抜の一体的改革について」）が提言
されました。高校教育改革の大きなテーマは「高校教
育の質の保証」で、各学校が自主的に到達目標を設定
して、「質保証」に取り組むことが求められています。
更に、新しい時代に必要となる資質・能力の育成に向
けて、知識の質や量だけではなく、学びの質や深まり
を重視することが必要であると言われています。
　2015年は、授業手法の工夫改善に向けて、多くの先
生方に積極的に研修会等に参加していただけるよう努
力しました。更に学校としても、Wi-Fi環境の整備、全

教員ＰＣ貸与、プロジェクター大量購入、メディアセンター・情報教室の利用時間拡張など、学
習環境の整備に努めてまいりました。
　2016年も東邦高校が更なる飛躍を遂げられるよう、「学びの改革」をめざして努力してまいります。

　年末から年始、うれしいことが続きましたね。高校
硬式野球部のセンバツ出場決定、大学女子サッカー部
の２年連続大学選手権出場、さらに高校と大学、卒業
生による吹奏楽がローズパレードで見事なマーチング
を繰り広げてくれたことです。
　さて、「いま」を満喫する学生・生徒の方々、この先、
自分がどんな仕事をしているのか想像したことがあり
ますか。
　昨年暮に発表された衝撃の報告を紹介します。「10年
から20年後には、235種類の職業が機械や人工知能で
代替可能となる。日本でいま働く人の49％、2,500万
人に当たる」と。現在の職業をそのまま続ければ、10
～20年後には日本で働く人の半数、2,500万人が失職

する可能性があるのです。日英の研究機関のコンピューター分析予測です。
　数値的正しさは別としても、機械化と自動化が進むことは確実です。改札口で切符を扱ってい
た駅員さんがワンタッチ式の今、姿を消したことで分かるでしょう。代替される確率が特に高い
職業には店員や事務員、作業員などです。代替されにくい職業には、アーティストやデザイナー、
医師、教員など、創造的な仕事が予測されています。
　今何を身に付け、どう鍛えるか。未来の姿から現在を見通して、勉学に励む年にしてください。

　東邦高校生と 愛知東邦大学生ら112人の東邦グリーンバンドが米国カリフォルニア州パサディナ市で１月１日に開催された新年恒例行事である第
127回ローズ・パ レードに参加し、沿道を埋めた市民たちから喝采を浴びました。東邦グリーンバンドは、12月27日のナッツベリーファーム、29日の
ディズニーラン ドでのクリスマス・ナイト・パレード、30日にはパサディナ・シティ・カレッジの競技場で催されたローズ・フェスティバルでも演奏。
女子生徒の歌唱 を交えた演奏や男子生徒のパフォーマンスが好評で、大きな拍手を送られました。帰国を前にした１月３日にはカリフォルニア州
ラパルマにある ケネディ高校のコンサートホールで、昨年暮れに同州内で起きた銃撃事件の犠牲者を追悼する意味を込めた演奏を行い、700人の聴
衆に感動を与え ました。

ベストパフォーマンス　ALL TOHO!!
東邦グリーンバンドディレクター　白谷　峰人

（愛知東邦大学学生課職員）

　行ってきました アメリカ！
　2015年12月21日 から2016年１月６日。17日間の海外遠征は東邦吹奏
楽としては初めて の経験でした。東邦高校と愛知東邦大学の吹奏楽部
員、高校吹奏楽部 卒業生合わせて112人という規模での遠征は無事終
了しました。
　エンゼルスタジ アムの巨大駐車場での練習、ディズニーエリアでの
自由研修。遠征前 半は練習に明け暮れました。朝は肌寒く、厚着をし
て練習に出かけま したが陽がさすとまるで夏のような気候。Tシャツ
にハーフパンツで 練習しました。12月28日、アメリカへ来てからの
初本番はナッツベ リーファームのステージパフォーマンスでした。こ
の本番は正直、東 邦のパフォーマンスがアメリカでは通用しないとい
うことを自覚する ことになりました。

年  頭  所  感 東邦グリーンバンドが
ロー ズ・パレードと追悼コンサートで喝采
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　東邦高校生と 愛知東邦大学生ら112人の東邦グリーンバンドが米国カリフォルニア州パサディナ市で１月１日に開催された新年恒例行事である第
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ディズニーラン ドでのクリスマス・ナイト・パレード、30日にはパサディナ・シティ・カレッジの競技場で催されたローズ・フェスティバルでも演奏。
女子生徒の歌唱 を交えた演奏や男子生徒のパフォーマンスが好評で、大きな拍手を送られました。帰国を前にした１月３日にはカリフォルニア州
ラパルマにある ケネディ高校のコンサートホールで、昨年暮れに同州内で起きた銃撃事件の犠牲者を追悼する意味を込めた演奏を行い、700人の聴
衆に感動を与え ました。

ベストパフォーマンス　ALL TOHO!!
東邦グリーンバンドディレクター　白谷　峰人

（愛知東邦大学学生課職員）

　行ってきました アメリカ！
　2015年12月21日 から2016年１月６日。17日間の海外遠征は東邦吹奏
楽としては初めて の経験でした。東邦高校と愛知東邦大学の吹奏楽部
員、高校吹奏楽部 卒業生合わせて112人という規模での遠征は無事終
了しました。
　エンゼルスタジ アムの巨大駐車場での練習、ディズニーエリアでの
自由研修。遠征前 半は練習に明け暮れました。朝は肌寒く、厚着をし
て練習に出かけま したが陽がさすとまるで夏のような気候。Tシャツ
にハーフパンツで 練習しました。12月28日、アメリカへ来てからの
初本番はナッツベ リーファームのステージパフォーマンスでした。こ
の本番は正直、東 邦のパフォーマンスがアメリカでは通用しないとい
うことを自覚する ことになりました。

　しかし、12月29日のディズニーランドでのナイトパレード、12月30日
のバンドフェスティバルと立て続けに本番と練習を行い挑んだ１月１日
のローズパレードでは、１人も欠けることなく全員が約２時間半のパ
レードを完歩しました。大歓声の中、堂々とパレードするメンバーたち
の姿は完全に日本を代表するチームとなり、メンバー個々のエンターテ
イメント性も間違いなくアップしていました。
　17日間の遠征で、学んだこと、経験したこと、すべてのことが今後の
吹奏楽部としての活動や学生生活、社会生活に少なからず影響すること
と思います。
　最後になりましたが、今回の遠征に関わる全ての準備や事務手続き、
現地でのサポートなどをしてくださったＮＰＯ法人日米グリーンバンド
協会代表の熊谷譲氏を始め多くのグリーンバンド関係者の皆様、寄付等
陰ながら心強い応援をしてくださった企業関係者の皆さま、教職員の皆
さま、そしてこの貴重な海外遠征に送り出していただいたご家族の皆さ
まに深く感謝いたします。ありがとうございました。

東邦グリーンバンドが
ロー ズ・パレードと追悼コンサートで喝采
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東邦生が躍動！体育祭・文化祭

生徒会正顧問　古田　知子
　体育祭が晴天に恵まれた９月29日に行われました。
団対抗リレー、学年対抗リレーなどの競技種目、「台風
の目」や綱引きなどの団体種目、東邦伝統の１年生全
員による花笠、そして学年を超えて一つになった応援
合戦など、父母の皆さんの声援に応え、生徒たちは思
いっきり競い合い、楽しみました。
　文化祭は９月25、26日に開催されました。「TOHO＋
ONE」をテーマに、展示バザー、舞台、模擬店、教
室パフォーマンス、クラブ企画、有志企画、ＰＴＡ・
同窓会企画などを通して、仲間と団結して一つのもの
をつくりあげる喜びを分かち合いました。夏休みから
準備・練習を重ねてきた生徒たちのエネルギーが躍動

した２日間となりました。２日目の「交流の広場」で
行われた学園祭本部企画「今昔！今と昔をつなぐ文化」
は、食文化や音楽、美術など身近な文化の過去と現在
を知り、文化と平和について考えようという企画でし
た。また、生徒会平和企画では、来場者全員を対象と
した安全保障法案の是非を問う模擬投票を実施しまし
た。生徒会執行部生徒が夏休みから学習や取材を重ね
てきたことをパネル展示し、18歳選挙権が2016年から
始まる今、高校生も主権者として考えようと広く呼び
かける企画となりました。
　模擬店やバザーの売上は、ユニセフ、日本赤十字社

（東日本大震災支援）、ＷＷＦ、愛知私学奨学支援資金
財団、戦争と平和の資料館ピースあいちなどへの寄付
にあてられます。また、沖縄ひめゆり祈念資料館へは、
２年生の修学旅行団が募金を届けています。

人間健康コース　　　　　　　
「栄養から考えるからだづくり」

人間健康コース　横井　由弦
　４月よりスタートした人間健康コースでは、総合的
な学習の時間に多岐にわたる学習の機会を設けていま
す。今回の授業では「アスリートに必要な食事」と題
して、株式会社たべもの工房代表取締役の四元友理先

和太鼓

模擬投票

展示企画・コーヒーカップ
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生に授業をお願いしました。
　この授業では日頃の食生活や栄養管理を考え、自身
でも栄養バランスの取れた食事を意識するための基礎
的な学習をしました。また、身体を作るために必要な
栄養素を知り、２週目にはグループで調理実習をして
実践的な調理を通じて学びました。
　生徒たちも、食を通じて学び得たものでこれからの
競技生活をより豊かなものとすることができると確信
しています。

文理特進コースが岐阜大学で連携
授業を実施

文理特進コース責任者　稲葉　益夫
　普通科文理特進コースは９月、岐阜大学応用生物科
学部で、３年連続となる高大連携授業を２日間にわた
り実施しました。理数コース時代から続くこのような
連携授業は計12回目の実施となります。
　岐阜大との連携授業は名城大、名古屋大、名古屋工
業大に次いでの企画です。高大連携授業は文系、理系
選択前の１年生に対して企画されています。2015年度
から、予算削減のあおりを受けて従来の「ＳＰＰ」（サ
イエンス・パートナーシップ・プロジェクト）は廃止
され、公の予算なしに岐阜大学側の好意による無償実
施となりました。2015年度のテーマは、「未来を拓くセ
ルロースを知り、使ってみよう」。生徒たちはセルロー
スを用いた複合材料の開発を学習し、特性を生かした
七色に輝く液晶をつくる実験に取り組みました。大学
院生の協力もあり、高校生時代の進路選択の話なども
交えた充実した授業が行われました。文理特進コース
では次年度以降も取り組めるよう、チャンネルを多く
して大学との連携をしていきたいと考えています。

商業科・普通科　　　　　　　　
歴史と文化を訪ね現在を考える旅

２年生学年主任　髙倉　清文
　11月５日から商業科・普通科13クラスが、３団に分
かれ沖縄に出かけました。亜熱帯性気候の暑さに困惑
しながらも、生徒諸君は、夏休み前からの事前学習で
得た知識を基に平和学習と文化体験に取り組みました。
　過去を学習し現在を知り、そして未来につなげられ
るようにと生徒たちには話しかけてきたつもりです。
沖縄本島中部の宜野湾市にあり、沖縄戦時の激戦地
だった嘉

か

数
かず

高台公園では実際の陣地跡を見学し、米軍
上陸の宜野湾と普天間基地を展望し、ひめゆり平和祈
念資料館へと向かいました。
　沖縄戦の悲惨な出来事を伝えてきたひめゆり部隊の
方々は、現在では次々とお亡くなりになっており、今
回はＶＴＲに収録された映像での語り部体験とはなり
ましたが、生徒達は真剣に資料を読み、貴重な体験を
することができました。

　翌日の平和祈念堂での平和集会でも、文化祭での模
擬投票や他府県の戦争体験者のお話などが盛り込まれ、
今そして未来に向かい自分達がしなければならないこ
とが宣言文として読まれました。文化自然体験として
は、エイサー体験、美ら海水族館の見学、さらには物
作りとマリン体験のグループに分かれ楽しみました。
　彼らの発散するエネルギーと笑顔は、彼らが本当に
真面目に取り組んだ「平和について考える」機会にな
るとともに、沖縄修学旅行の良い想い出となりました。
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美術科　　　　　　　　　　　　
２年目のパリ修学旅行

修学旅行第４団団長　今井　通昭
　2014年度から始まった、美術科を対象としたパリ修
学旅行。2015年度も前年度とほぼ同一の行程に沿って
11月５日～11月10日まで実施されました。ルーブル美
術館やオルセー美術館、そしてポンピドゥー・センター
を見学するなど、先史時代～19世紀～近現代に至る各
美術作品が、バランス良く段階的に学べるようになっ
ています。さらには、ゴッホゆかりの地（オーヴェル
＝シュル＝オワーズ）でのスケッチ実習、伝統ある美
術学校（アカデミー・グラン・ショミエール）でのデッ
サン研修など、芸術の本場で美術を思い切り体感でき
るメニューも組まれています。
　もちろん、定番の観光スポットであるエッフェル塔
や凱旋門、モンマルトルの丘、そして、シャンゼリゼ
通りでの自由散策など、花の都パリを存分に満喫でき
る時間も含まれています。
　今回はユネスコ本部への訪問はかないませんでした
が、代わりにパリにその支局がある「国境なき医師団」
を訪れました。本校の修学旅行の柱の一つである平和
学習の集大成として、生徒達の心にも強く印象付けら

れたことと思います。
　美術の素養をより高める研修的な要素もさることな
がら、生徒達は美術を学ぶことで培われた特有の感性
で、目の前に広がる「This is Europe !!」（これぞヨー
ロッパ）を思わせる風景にじっと見入っていた姿が印
象的でした。
　私達が帰国した３日後の11月13日に、パリで同時多
発テロが起きました。どの現場も旅行中に巡った地点
から比較的近い場所でしたので、驚きもひとしおでし
た。益々グローバル化する国際社会にあって、より深
刻さを増す現実の国際問題をまざまざと実感する思い
でした。

　美術科21期生、商業科グラフィックデザインコー
ス15期生の卒業制作展である「第23回未来の芸術家
たち展」が12月15日から20日までの６日間、愛知県
美術館８階Ｇ室で開催されました。５月半ばから制
作にかかり直前までこだわり抜いた作品群で、会場
は熱気にあふれていました。初の試みとなった土日

第23回　未来の芸術家たち展を開催
美術科教諭　岡本　増吉

の２日連続ギャラリートークも展覧会を盛り上げ、
そして成功裏に終えることに貢献しました。
　生徒たちにとってこの展覧会がこれから新たなス
テージへと踏み出すきっかけとなり、今後に生かさ
れることを願ってやみません。ご協力、ご観覧いた
だいた皆さま本当にありがとうございました。
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地域の笑顔もあふれた　　　　　
第51回和丘祭「祭響」

学生会実行委員長　松井　健斗
　第51回を数えた愛知東邦大学の和丘祭。幾多もの先
輩方がこの和丘祭の歴史を創り上げてきました。そん
な先輩方の想いを受け継ぎ、そして自分たちの色を加
え、新たな挑戦とともにさらなる躍進を願い、今年の
和丘祭を「祭響～新たな１ページ～」のテーマとして
11月７、８日に開催しました。このテーマにある「祭」
の文字には、和の心を重んじ大学生の創り上げるお祭
りの中に、日本における和風の雰囲気を強く出したい
と言う意味を込め、続く「響」の言葉にも強い気持ち

を込めています。それは僕らの想いや気持ちが愛知東
邦大学内だけでなく、名東区の地域の方々へと響き渡
り、そして未来の東邦生へと想いを紡いで行ってほし
いと言う強い想いが込められています。
　実際に今年の大学祭は愛知東邦大学内だけのもので
はなく、平和が丘学区の地域の皆さまとも手を取り合
い、毎年同じ時期に開催される「平和が丘　秋まつり」
とコラボレーションした催しも開催される予定でした
が雨天のため中止となってしまいました。ですが、大
学祭当日には秋まつりの皆さまも大学内で出展してい
ただき、子どもたちの笑顔もあふれ、とても嬉しい光
景が生まれました。今この時しかない学生の時間。そ
の中で一つでも笑顔あふれる思い出を提供することが
できたと実感しています。
　ありがとうございました！ 

23人がインターンシップ体験

就職委員会　手嶋　慎介
　本年度夏期のインターンシップ（正課科目）では、経
営学部地域ビジネス学科６人、人間学部人間健康学
科17人の３年生23人が２週間の実習に参加しました。
2014年度に引き続き、教育連携をしている株式会社
名古屋グランパスエイトでは４人の学生が実習を行
い、試合でのサポートやスクールキャンプへの引率な
ど、大学の授業などでは得ることのできない貴重な経
験をさせていただくことができました。また、産学連
携協定を結んだばかりの愛知信用金庫の猪子石支店や、
名東区役所、愛知中小企業家同友会会員企業を中心に、
多方面にわたる事業所でお世話になりました。
　２週間という短い期間ではありましたが、参加した

学生たちは、社会で働くことの厳しさを知り、新たな
目標設定を行うことができました。今後はインターン
シップの体験を就職活動でも大いに生かし、1日も早
く全員が希望している進路に就くことを期待していま
す。

様々な企画や出店で盛り上がった和丘祭 大人気のステージ企画

愛知信用金庫猪子石支店で実習する学生
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地域の人向け企画が好評　　　　
「アタマとカラダの健康づくり」

経営学部教授　上條　憲二

　東邦プロジェクトとは地域の活性化のために、学生
が主体的に企画し実施するユニークな活動です。７月
23日には、地域の年配の皆さんを対象に、「アタマとカ
ラダの健康づくり」をテーマに、「ipadの使い方」と「ふ
まねっと運動」を合体させた第１回教室を開きました。
　「ふまねっと運動」とは50cm四方の網をふまないよ
うに慎重に歩く運動で、歩行機能、認知機能の維持改
善に効果的な運動です。
　経営学部と人間学部の学生による合同企画ですが、
経営学部の学生の事前調査では、年配の皆さんは、「ス
マホやipadには興味はあるがなかなか手が出せない」
との思いがあることが分りました。当日、「ipad教室」
に参加の皆さんは、初めて触れるタブレットに興味
津々。 すぐにコツを覚えて、YouTubeや写真撮影、検
索機能を楽しんでいました。初めての試みでしたが大
変好評でしたので、継続して実施することが決まりま
した。

企業とコラボで愛知東邦大学　　　
ブランド商品開発が始動

経営学部教授　上條　憲二
　「大学独自の商品ブランドを創り、販売したい」と
いう学生たちの思いを
込めた企画がスタート
しました。幸い、名古
屋市内の企業が商品開
発協力をしてくださる
ことになり、その企業
と東邦プロジェクトと

の「コラボ」が実現しました。
まずはアイデア募集から始め
ましたが、全学生に応募を呼
び掛けたところ150強のアイ
デアが寄せられました。その
中から、プロジェクトメン
バーが提案する企画40案を選
び、コラボ先企業にプレゼン
テーションを行い、スマホ
ケース、Tシャツなどを実際
に商品化することが決まりました。
　メンバーはこの本学独自のブランド名称を「@
idea」（アットアイデア:Aichi－Toho idea）とし、国内
外に向けて積極的に告知活動をしていこうと意気込ん
でいます。今後の商品企画にご期待ください。

子ども発達学科生が名東児童館で
クリスマス会

教育学部教授　矢内　淑子
　子ども発達学科の学生９人が地域と連携した教育と
して、名東児童館で12月18日、クリスマス会を行いま
した。名東児童館は、学生が訪問し現場経験をさせて
いただく「サービス・ラーニング」の受け入れ先にも
なっていただいています。「子どもたちから もっと学
びたい」という学生の要望から今回のような企画が生
まれました。学生たちは子どもたちに喜んでもらえる
よう、ブラックシアター、手遊び、パネルシアター、
ミュージックベル、ピアノ連弾などの事前準備を行い、
当日は子どもたち70人と一緒にクリスマスを楽しみま
した。

東邦プロジェクト

東邦プロジェクト

学生が考えた
スマホケースのデザイン案

LCホールでのipad教室

プロジェクトで考えた商品ブランド
「アットアイデア」
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グランパスとの連携で多彩な事業
地域連携委員会　大勝　志津穂

　大学では2015年度も、名古屋グランパスと連携して
様 な々活動を行っています。6月28日には、豊田スタジア
ムで行われたファン感謝デー「LOVEグランパス・フェス
タ」にボランティアスタッフとして36人の学生が参加しま
した。約5000人のサポーターの皆様に楽しんでもらえる
よう、スタッフの一員として裏側からイベントを支えました。
　8月22日には、本学日進グラウンドで「TOHO×名古屋
グランパス第2回ガールズサッカーフェスティバル」を開催
しました。このフェスティバルは、愛知県内の女子サッカー
普及のために、本学と名古屋グランパスが連携して取り

組んでいるもので、今年
で2回目となります。名古
屋グランパスサッカース
クールコーチ指揮のもと、
本学の女子サッカー部員
も指導にあたり、約40人
の小学生女子がボールを
追いかけること、蹴ることの楽しさを体験しました。
　また、夏にはインターンシップに参加したり、9月からは、
愛知東邦大学で「グランパスチアダンススクール」を開講
しています。さらに、後期授業「東邦プロジェクト」では、
2016年名古屋グランパスホーム開幕戦に向けた商品企画
にも取り組んでいます。

公務員を目指す取り組み　　　
「東邦STEP」

東邦STEP運営委員会
　公務員採用試験の合格を目指して４年間取り組むプ
ログラム「東邦STEP」は2015年４月に誕生しました。
１期生の受講生は18人。受講生たちのうち８人が東邦
高校出身者です。2015年度の取り組みでは、１日３時
間、週２日の講義に加え、９月にはＦＰ（ファイナン
シャルプランナー）３級試験を全員が受験。静岡県で
の夏合宿も行いました。今後は１月24日のＦＰ２級試
験に挑戦します。

　２期生を迎える2016年度はさらに受講生が増えそう
です。学生たち一人ひとりが目標を達成できるように
今後も支援を続けていきます。東邦STEPのプログラ
ムに興味を持たれた方は大学就職課までお問い合わせ
ください。

４年生が「就職内定報告会」で　
３年生にアドバイス

　就職が内定した４年生たちが自分たちの体験をこれ
からの就職活動に挑む３年生の後輩に伝え、参考にし
てもらう「内定者報告会」が11月10日、「キャリアデザ
イン」の授業を使って行われました。報告会にはいず
れも100人近い学生が参加。冒頭、就職課長が、「新聞
やテレビでも報道されているように、来年の就職活動
では選考解禁が８月から６月に前倒しとなり、皆さん
はタイトなスケジュールになります」と、３年生たち
に、緊張感を持って就職準備に入るよう訴えました。
　報告会では、瀬戸信用金庫、三井住友銀行、八神製
作所、公務員などに内定を決めた経営学部と人間学部
の４年生６人がそれぞれの就職活動での体験を語り、
アドバイスを送りました。
　内定をとった経営学部の丸山敬太さんは、インター
ンシップ体験が役立ったことを語るとともに、「どこの
会社でも筆記試験はあるのでＳＰＩ（教養試験）対策は
今すぐにでも始めてほしい」と強調しました。

夏合宿に参加した１期生たち

教室が満杯となった内定者報告会

LOVEグランパス・フェスタで
スタッフとして活躍する学生たち
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教職支援センター長・教育学部長　今津　孝次郎
　懸案だった「教職支援センター」の設置が全学教職
課程委員会の議を経て運営委員会で認められ、2015 
年10月１日より活動を開始しました。月１回開催のセ
ンター運営委員会では、さっそく重要案件の積極的な
討議が始まっています。
　まず小・中の教員免
許取得をどうするかに
ついてです。超少子化
の大波を受けて、小中
一貫校が増加するなか、
中高免許だけでなく小
学校免許も取得することが要請されており、教育学部

７年目を迎えた本学の教員免許
状更新講習

教職支援センター　新村　健
　本学の教員免許状更新講習は教員免許更新制
が導入された2009年度より実施し、2015年度で
７年目を迎えます。昨年度に引き続き、８月と
11月の時期に合わせて必修領域２講座、選択領
域６講座を開講しました。今年度は必修領域の
定員を昨年度の100人から200人と倍増させ、そ
の結果のべ350人を超える先生方に受講してい
ただきました。また、2015年は幼稚園教諭を主
な対象とした講座を開講したため、幼稚園教諭
や保育士の方の受講が目立ったことも特徴です。
　本学は教育学部を始めとして、全ての学部で
教職課程を有しており、幼稚園から小・中・高
に至る教員養成を行っています。その本学が愛
知県内を中心とする現職の教諭、養護教諭等の
先生方や教育委員会の要望に応える目的で始め
た教員免許状更新講習も徐々に規模を拡大し、
現在では必修領域の定員数比較で、県内では愛
知教育大学に次ぐ規模となっています。今後に
ついても2015年10月に新たに設置された教職支
援センターにて、幼・小・中・高の先生方の期
待に応えられるよう、質量ともに充実を図って
いく予定です。

学校という「現場」に即した学びの重視
中高教職課程委員会

　中高教職課程の特徴的な取り組みとして、①教育実習
体験報告会と②卒業生が語る教職の２つのイベントを紹
介します。
　まず教育実習体験報告会ですが、これは教育実習に出
かけた４年生がそこでの学びを３年生以下の教職課程学
生に語るというものです。できるだけ早く教育実習への
スタート切ってほしいという思いから、４年ほど前より
継続的に取り組んでいます。今年の４年生は何度もリ
ハーサルをして本番に臨んでくれたため、非常に充実し
た報告会になりました。
　卒業生が語る教職は、現在、学校現場で働いている卒
業生をゲスト講師に招き、若手教師ならではの苦労や工
夫について語ってもらうものです。本年度は、風間拓也
さん（人間学部人間健康学科１期生）と後藤航さん（同４
期生）からそれぞれ、小学校と特別支援学校の事例につ
いてご紹介いただきました。
　いずれも、教職について現実に即した理解や実践的課
題の捉え直しを意
図しています。理
論だけでなく実践
や体験も伴った学
習の機会を今後も
充実・発展させて
いく予定です。

小学校教員養成課程の
授業を有効に活用する
ことなどが検討されて
います。
　次に教員採用試験に
合格するための対策強
化の取り組みです。セ
ンターが日常的に取り組む体制を固め、確かな成果を
出していく具体策が実行に移されつつあります。
　その他、来るべき教員免許法改定に対する備えや、
教員免許状更新講習の抜本的改善など課題は山積みで
すが、スピーディに対応したいと、センター全体で気
を引き締めているところです。

　　　「教職支援センター」スタート大 学
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　法人

「21TOHO教育充実事業募金」　
　　　　　　～ご協力に深謝～

21TOHO教育充実事業募金事務局

　学園では教育環境整備、施設設備の充実、教育研究
活動の奨励に取り組むため、「21TOHO教育充実募金」
の活動を展開しております。これまでにも多くの方々
から多額の募金を頂戴し、高校新校舎および大学新棟
の建築やグラウンド新設のための資金として運用させ
ていただいております。
　また本年も、高校８回卒業生の仲正興氏が本校を
訪問された折、500万円のご寄付を頂戴いたしました。
皆さま方からのご支援に対しては、「人格教育」を重視
する建学の精神に立った21世紀に有意な人材を育て、
卒業生が実業界をはじめ各界で活躍することで恩返し
させていただきたいと考えております。
　なお、募金についての要項ならびに寄付金の免税措
置につきましては、大学・高校の各ホームページにも
掲載しております。今後ともご理解を賜り、ご賛同を
いただけますよう衷心よりお願い申し上げます。

　大学・高校

71年目の「慰霊の日」で献花式

　三菱重工名古屋発動機製作所大幸工場で太平洋戦争
末期の1944年12月13日、勤労動員中に空襲の犠牲に
なった東邦商業学校の生徒・教員20人を追悼する献花
式が「東邦学園慰霊の日」の12月３日、東邦高校「平
和の碑」前で行われました。東邦高校生や愛知東邦大
学生、東邦学園教職員、東邦辰巳会の会員たち計200
人近くが参列。榊直樹理事長は、2015年ノーベル生理
学・医学賞を受賞した大村智博士が特効薬の開発で
２億人の人々を救ったことについて触れ、「不幸な人々
を救い、進んで平和な暮らしを作り出す担い手となる
その使命感と覚悟を新たに追悼と誓いの言葉としま
す」と述べました。全員で黙祷後、参列者たちは一人

ひとりが「平和の碑」前に献花しました。東邦辰巳会
代表の岡島貞一さんは「犠牲になった仲間たちの悲劇
を東邦学園の後輩たちにも絶対に忘れてほしくない」
と話していました。

　高校

2015年も国際交流が活発でした

国際交流室長　伊藤　保憲
　東邦高校では2015
年も活発な国際交流
が行われました。９
月１日から留学生活
を始めたジェスさん
はニュージーランドの
姉妹校であるシャー

リーボーイズハイスクールからやってきました。日本語は
まだ半年しか学んでいないとのことですが、将来は日本
で働くことを視野に入れて、日本語を中心に２年生のク
ラスで学んでいます。
　文化祭前後にやってきたのはニュージーランド、オース
トラリアの姉妹校３校からの旅行団でした。合計で26人
の生徒たちは、本校生徒宅にホームステイをして、日本
の実際の家庭生活を体験しただけでなく、本校の文化
祭にも参加しました。東邦での充実した体験を終えた旅
行団の生徒たちの感想は「Toho is amazing!!」でした。
　南フランスのセットという街からやってきたセシルさん
は、10月の１カ月間を２年生美術科で留学生活を体験し
ました。クラスメイトたちにとっては修学旅行直前の事前
学習にもなりました。最後の日は涙を流して東邦を後に
していきました。12月にはオーストラリア姉妹校からチェ
ルシーさんが本校での１カ月の留学のために来校。チェ
ルシーさんは日本の年末年始を体験しながら授業に参加
しています。

「平和の碑」の前で追悼の言葉を述べる榊理事長
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ダンス部

♪SHD&TDC DANCE PERFORMANCE 
｢STaTuS｣ VOL.５を終えて

 ダンス部顧問　伊藤　惠子
　2016年最初のパフォーマンスは、１月11日（祝）の至
学館高等学校との合同発表会でした。VOL.1｢StarT｣、
VOL.2｢SpiriT」、VOL.3 ｢Show Time｣、VOL.4｢STep｣
と今回で５回めという節目を迎え、VOL.5は｢STaTuS 
～are you？～｣自分たちの個性を生かした作品を、そ
れぞれのスタイルで表現するということをテーマに設
定しました。

　OPENINGでは、合同で創り上げた作品を部員同士
コラボレーションして踊り、各校それぞれの作品とク
ラブ紹介DVD、大会作品、そしてエンディングとお
かげさまで１時間半無事終えることができました。皆
さんの応援と支えがあってこその舞台だったと感謝し
ております。ありがとうございました。また、毎年メ
ンバーは変わりますが、回を重ねるごとにお互いにダ
ンスを通しての絆が繋がれてきました。
　これからも“伝えたい想いがあるから踊る”ことを大
切に、いつも支えて下さる方々と空気を共有できる作
品創りができるよう、更にスキルアップしていきたい
と思っています。

写真部

ニコン「Top Eye写真コンクール」
で２年生部員の組写真が入賞

写真部顧問　小塚　康成
　写真部の主な活動は、学校行事の撮影と各種写真コ
ンクールへの出品や学内での定期的な展示を主に行っ
ています。近年では、部員が撮った作品を発表する場
として、校舎エントランスの壁面を利用し、年間を通
じて写真展示を行っています。また、顧問の私自身が
クラシックカメラの愛好家でもあることから、フィ

ルムカメラで撮影を行い、
暗室での現像、プリント
なども実施しています。
　さて、このたびニコン
主催の「Top Eye写真コ
ンクール」において、２年生の瀧澤春介さんの「美し
き猛獣」と題された組み写真が見事“準佳作”に入賞し
ました。荒々しい猛獣の印象とは異なり、静寂の中に
佇み、凛とした美しさを感じさせる光の捉え方と構図
が高い評価を受けたと思います。全国から多数の応募
があり、実力のある作品が集まるコンクールとあって
今回の入賞は、本人にとっても部にとっても非常に嬉
しい出来事でした。今後とも、様々な場面で生徒が活
躍できる取り組みを目指していきたいと思っています。

放送部

放送部が今年もＮＨＫ杯全国放送
コンテストで県大会決勝進出

 放送部顧問　平上　純一
　放送部は、校内放送や、文化祭の司会などの学校行
事を中心に活動しているクラブです。一年に一度、全
国大会につながる大きな大会があります。愛知県で放
送部のあるほぼすべての高校が参加するＮＨＫ杯全国
放送コンテスト愛知県大会です。中でもアナウンス部
門・朗読部門の予選には、各高校からそれぞれの部門
に約150人が参加します。しかし、決勝まで残ること
ができるのはわずか20人です。近年では、生徒たちの
努力の甲斐もあり、2012年（朗読２人）、2013年（アナ
ウンス１人）、2015年（アナウンス１人）と、ほぼ毎年
県大会決勝に進出することができるようになりました。
　先輩と後輩との絆も強く、先輩が偉業を達成すれ
ば、後輩たちも「頑張れば自分たちも結果が残せる」
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とクラブ全体が盛り上がります。先輩たちの指導を受
け、後輩たちの技術も毎年着実に向上しています。今
後も、「全国大会出場と希望する進路との両立」を目標
に、頑張っていきたいと思います。

男子バレーボール部

東海私学大会出場へ
男子バレーボール部顧問　稲葉　益夫

　男子バレー部は７月に行われた愛知県私学大会で、
６年ぶりに予選を勝ち抜き２月に行われる東海私学大
会（静岡開催）の出場権を勝ち取りました。出場権のか
かった試合では、フルセットでリードされた劣勢から、
加藤弘樹らのスパイクで挽回して劇的な勝利を得まし
た。東海私学大会からは、全国大会への出場も目指せ
るために、現在チーム力を強化中です。

　また、８月に行われた愛知県選手権県大会では、初
めて２勝し、ベスト８に駒を進めることができました。
シード制のひかれる県大会では初の快挙です。推薦で
の入部は一人もいない中で、コンスタントに勝ち続け
ることは至難の技です。それでも、ほとんどの県大会
出場は確実にし、県大会上位進出を狙っています。今
後も応援をよろしくお願いします。

アーチェリー部

野村さんが第12回「つま恋カップ
アーチェリー大会」で５位入賞

アーチェリー部顧問　齊藤　卓哉
　静岡県掛川市で９月19、20日に開催された第12回「つ
ま恋カップアーチェリー大会」にアーチェリー部の野
村真由さん（３年）が出場し、70mラウンド72射で569
点、高校女子の部５位に入賞しました。女子優勝は
597点で、野村さんは2010年に本校の生徒で６位に入
賞した得永美月さん以来の快挙でした。
　同大会は、出場のために予め一定の点数を公式戦で
出し、選考に通らなければならない全国レベルの大会。
東邦高校では入学後アーチェリーを始める生徒ばかり
ですが、ここ数年こうしたハイレベルの大会に出場す

る選手も出て
きています。
　野村さんは
中学校時代に
地域のクラブ
で ア ー チ ェ
リーを始め、
東邦高校入学
後も多くの大

会で優勝、入賞を重ねてきました。しかし、今年度は
夏まで本来の力がなかなか発揮できず苦しかったと思
います。野村さんは進学準備のために練習は止めてい
ますが、大学入学後、さらに大きな舞台で活躍される
でしょう。多くの部員が彼女の後に続いてくれること
を願ってやみません。

バトントワリング部

息をのむほど美しい集団演技の魅力
バトントワリング部顧問　野原　望

　私自身舞台を踏む趣味を持つからこそ、このスポー
ツの芸術性の高さには、一種敬意を抱きます。バトン
トワリングは、１年生から３年生まで、部員全員が選
手となり、真夏から12月までかけてつくる集団演技。
これは、いわく0.5秒のずれで絵が変わってしまう世
界です。しかも、描くのは全国大会レベルの絵。体現
するために、部員は各々大きな役割を担います。うま
ければ目立てる競技ではないかもしれません。むしろ
穴が、約40人の中で痛烈に目に飛び込みます。先刻「良
し」と言われたことも、わずかに視点をかえると「駄
目」になる。そんな、ゴールや全体像のつかみづらい
難しい練習ながら、2015年も頑張りが実を結び「バト
ントワ－リング全国大会高等学校の部ポンポン編成」
に出場することができました。手具を投げないためな
おさら、魅力的かつ崩れない身体表現が要求されるも
のとみえます。結果のほどは執筆時ではわかりません
が、ともあれコーチと生徒たちの描き出す世界は息を
のむほど美しいので、ぜひ多くの方に知っていただけ
たらと思います。

2015年の演目「旋風」の衣装にて
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女子サッカー部

掲げた４目標を達成
人間学部４年　仲里　紗弥

　2015年度の目標は、①全日本大学女子サッカー選手
権（インカレ）出場②愛知県選手権連覇③東海リーグ１
部残留④愛知県リーグ１部昇格の４つでした。インカ
レは、４勝１敗の成績で、東海予選を第２位で通過し
出場を決めることができました。愛知県選手権大会で
は、決勝で聖カピタニオ高校に２－１で勝利し、２連
覇を果たすことができました。優勝したことにより、
その上の段階である皇后杯出場の権利を得ることがで
きましたが、予選敗退となり初の皇后杯出場を勝ち取
ることはできませんでした。東海リーグ、愛知県リー
グについても、それぞれ掲げた目標を達成することが
できました。

　今年度は、すべての目標を達成することができ、さ
らに、次年度に向けた新たな課題や目標も見つけるこ
とができました。常に「感謝」の心を忘れずに、チー
ム一丸となって「笑顔」でサッカーを楽しみ、目標に
向かって進んでいきたいと思います。これからも、応
援よろしくお願いいたします。

硬式野球部

１部昇格へ妥協許さないチームに
経営学部３年　角　泰成

　来年度から愛知東邦大学硬式野球部主将を務めさせ
ていただきます。2015年度愛知大学野球秋季リーグ戦

（２部Ｂリーグ）が９月５日から10月26日まで行われま
したが、結果は４勝６敗の３位という結果に終わって
しまいました。
　新チームが11月から始動しました。2016年春に向け
て、チームのスローガンである「歴史を創る」という
目標に向かって１部に昇格し、１部で勝ち上がるため、
練習に対する意識を変え、勝つためには何が足りない
のか、選手一人ひとりが考え、妥協を許さないチーム

にしていこうと思っています。来年度では、必ず１部
に昇格できるようにしていきます。これからも盛大な
ご声援をよろしくお願いします。

男子サッカー部

東海１部リーグ昇格へ　　　　　
レベルアップの年に

経営学部１年　山崎　大樹
　私たち愛知東邦大学男子サッカー部は東海１部リー
グ昇格に向けて、藤川久孝監督、伊藤数馬コーチのも
と、週６日、日進グランドで練習に励んでいます。４
月から東海学生サッカーリーグ戦が始まり、前期後期
に分けて９チームと順位を争います。
　2015年度シーズンは残念ながら２部リーグ６位で終
わってしまい、１部昇格を果たすことができませんで
した。しかし21得点をあげた４年生の大本彬登選手が
２部リーグの得点王に輝きました。リーグ戦の他にも、
２つのトーナメント戦があります。2016年度シーズン
では１部に昇格できるように、チーム全員で力を合わ
せて精神的にも肉体的にもレベルアップしていきます。
応援よろしくお願いします。

女子バスケットボール部

上位リーグ昇格めざし練習の日々
 人間学部３年　山下　紗季
　2015年度は、プレーヤー６人、マネージャー１人の
計７人で、火曜日の自主練習と水・金曜日に通常練習
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を行っています。2016年４月に行われる春リーグに向
けて12月からは三河リーグに参加をし、様々なチーム
と対戦して個人スキルやチーム戦略などを身につけて
います。同時に他大学との交流を深め、土日に練習試
合を行うこともしています。来年度の４月の春リーグ
で１つでも多く勝ち進み上位リーグへ昇格出来るよう
に日々練習をしていきます。まだ成長段階ですが、応
援よろしくお願いいたします。

アルティメットサークル

全日本選手権予選で待望の初勝利
 人間学部２年　江上　徹
　「アルティメット」というスポーツはあまり知られ
ていませんが、実はオリンピック競技になるかもしれ
ないと言われている競技です。７人ずつ敵、味方に
分かれて１枚のフライングディスク（いわゆるフリス
ビー）を投げ、パスをつないでエンドゾーンを目指し
ます。最近ではＣＭやテレビ番組でも取り上げられる
ようになりました。
　私たちは全国大会で成績を残すために週３日（月、
火、金）、東邦高校のグラウンドで練習をしています。
初めはメンバーも少なかったですが１年生の加入によ
り27人（男子20人、女子５人、マネージャー２人）にな
りました。いろんな人たちの協力もあり５月にあった
全日本選手権予選で初勝利を収めました。
　他の大会でも着実に力をつけ勝てる試合も多くなり

１点差で負けるなど惜しい試合も増えてきました。こ
の１点差で負けた試合での教訓を生かし、さらに飛躍
するため、練習内容を濃くし、協力していただいてい
る社会人の方々の指導を糧にして、2016年の全日本選
手権予選や東海オープンで結果を出せるように頑張っ
ていきたいと思っています。

ストリートダンスサークル　FREE STYLE

ダンスで大学を盛り上げたい
 人間学部３年　水野　孝紀
　ストリートダンスサークル　FREE STYLEは、11
月７、８日の大学祭で、１日目に軽音部と初のコラボ
レーションをさせていただき、２日目はイベントのト
リを務めさせていただきました。悪天候にもかかわら
ず、今年も大勢の観客とたくさんの歓声をいただき、
大成功に収めることができました。また、インカレ出
場の女子サッカー部の壮行会では、学生課の方から声
をかけていただき、激励の意を込めてフラッシュモブ
をしました。女子サッカー部の人たちや、教職員の方
たちからは、「びっくりしたよー！」「かっこよかった
よ！」などと喜んでいただけました。これからも、新
入生勧誘や卒業式や入学式などのいろんな場面で、ダ
ンスを通じて見ている人を笑顔にして、ダンスの楽し
さ、かっこよさを知っていただきたいです。さらに
FREE STYLEの部員を増やし、ダンスで大学を盛り
上げていきたいと思います。
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　28回目出場となる今春の選抜高校野球大会で活躍が
期待される東邦高校。チームを牽引するのはエースで
４番の藤嶋健人投手で、１年生だった2014年夏の甲子
園デビューでは、高校野球ファンたちから「バンビ２
世」の声が上がりました。1977（昭和52）年夏の甲子園
で、やはり１年生ながら５連投で東邦高校を準優勝に
導いた坂本佳一投手の記憶と重なったからでした。「バ
ンビ坂本」と呼ばれた坂本さんに、39年前の甲子園の
思い出も含めて語っていただきました。（聞き手＝法人
広報課・中村康生）

後輩バンビたちが僕なんかより　
実力は上です
　藤嶋君を始め、「バンビ２世」と言われた後輩たちが
何人かいますが、みんな僕の持っていなかったすばら
しい技術とか精神力を持っています。僕を基準にして
そういう風に呼ばれる後輩たちには申し訳ないと思っ
ています。笑い話ですが、息子たちに「バンビ２世っ
て僕たちのことだよね」と言われます。高１と中２で、
２人ともサッカーをやっています。
　僕が1977年の甲子園で「バンビ」と呼ばれたのは、
首が長くてひ弱なイメージに、ファンのいたわりの思
いも込められていたのかも知れません。あの夏の炎天
下、暑いなあとは思いましたが、疲れたとは感じませ
んでした。今の東邦高校もそうだと思いますが、僕ら
の時代も、阪口慶三監督のもとでの目標は甲子園優勝。
精神的にも体力的にも相手チームより勝っていなけれ
ばならなかったのです。毎日の練習メニューに加え、
あとどれくらい、走るか、バットを振るか、腹筋、背
筋をやるかと極限までの練習が続きました。
　２年生の愛知県予選では決勝で負け、２度目の甲子
園はありませんでした。今だからこそ言えるのかも知

れませんが、野球部での３年間は勝って当たり前だと
いう重圧もありましたし、バンビと騒がれたことで、
僕なりのつらい体験もありました。常にユニフォーム
同様に純白でなければならないわけですから。54年間
生きてきて無心に輝くことができたのはあの「バンビ」
であった３週間だけだったのかも知れません。

職員室に飛び込み阪口先生に　　
入部を直訴
　中学生時代はレギュラー選手ではありませんでした
が、東邦高校には、野球をやるぞという決意で一般入
試で受験しました。野球用具一式を持って東邦の門を
くぐった入学式の日、ホームルームが終わると職員室
に監督の阪口先生を訪ね、「野球部に入れてください」
と直訴しました。一般の生徒なら入学式後のクラブ紹
介を見てからどの部に入るかを決めるわけで、阪口先
生には「お前のような飛び込みは初めてだ」とあき
れられました。野球部は毎年80人から100人は入って
くる花形クラブ。入学式当日に行動を起こしたことで、
他の新入部員たちに先駆けて東郷グラウンドでの練習
に参加でき、キャッチボールを見た阪口監督からブル

TOHO インタビュー

バンビと呼ばれた
あの甲子園の夏は無心だった
野球ができる幸せかみしめた
神宮最後のマウンド

東邦高校OB　坂本　佳一さん
（岡谷鋼機勤務）

「有言即行で頑張ってほしい」と後輩たちにエールを送る坂本さん

甲
子
園
で
力
投
す
る
坂
本
投
手（
東
邦
高
校
野
球
部
史
か
ら
）
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ペン入りを命じられました。おかげで夏の県大会では
背番号10でマウンドに立ち、甲子園では１番をいただ
きました。
　もちろん今年の選抜でも後輩たちの活躍を楽しみに
しています。東邦は昨年11月の明治神宮大会の準々決
勝で青森山田に敗退しましたが、試合を見てくれた東
京の友人からは、「ちょっとミスが多すぎた」「東邦らし
くなかった」と電話がありました。東邦はやはり全国
から注目され、優勝が期待されている学校です。甲子
園という大舞台でも隙が出ないよう、きめ細かく、きっ
ちりした野球をしてほしいと思います。

最後の神宮でチームメートたちが登板
のチャンスをつくってくれました
　東京６大学野球リーグの法政大学に進みました。当
時の法政は、４年間の春、秋計８シーズン中４シーズ
ンで優勝しましたが、僕がベンチ入りできたのは４年
生の時だけでした。全国からすごい選手たちが集まっ
ていて、新人戦以外にリーグ戦で神宮球場のマウンド
に立つことはありませんでした。入学早々にスポーツ
選手特有のイップスという運動障害に陥ったこともあ
ります。精神的に若かったのでしょう。一時、追い詰
められた状態になりました。新人を厳しく育てようと
いう指導方法が自分に合わなかったのかも知れません。
　４年生の秋、法政はリーグ代表として1983（昭和
58）年11月に行われた第14回明治神宮野球大会に出場
し、僕も１イニングだけですがマウンドに立つことが
できました。同期生たちが、「坂本に神宮のマウンドを
踏ませてやろう」という雰囲気を作ってくれたからで
す。相手は名城大学。法政は初回に一挙に５点を先取
し、７－０のリードで迎えた９回表、名城の攻撃を向
かえたところで、僕に登板が告げられました。１イニ

ングだけでした、名城の最後の打者をライトフライに
打ち取り、０点に押さえることができました。ライト
の小早川毅彦から手渡されたウイニングボールは今で
も大切に持っています。広島東洋カープ、ヤクルトス
ワローズで活躍し、今はＮＨＫで野球解説をしている
あの小早川です。野球ができる幸せと、チームメート
のありがたさを今でもしみじみ思います。

「東邦の坂本」は社会では　　　
通用しません
　法政大学から社会人野球の日本鋼管に進みましたが
ひじの手術もあり野球部には２年間在籍しただけでし
た。それ以降は野球とは離れ、日本鋼管勤務を経て岡
谷鋼機でのサラリーマン人生を歩んでいます。社会人
として生きていくうえでは「東邦の坂本」ではもう通
用しません。愛知万博や中部国際空港の建設プロジェ
クトを売り込むため、「岡谷鋼機の坂本」を知ってもら
おうと懸命でした。
　野球とともに生きてきた経験が少しでも役に立つな
らと、2003年にはＮＰＯ法人「フィールドオブドリー
ムス」を設立し、少年野球指導者をサポートする活動
にも関わってきました。｢バンビ坂本｣として輝けたの
は３週間だけでしたが、野球ができる環境にずっと身
を置けたことに感謝するとともに、野球を通してかけ
がえのない友たちを得ることができたことを誇りに
思っています。
　学生の皆さんにエールの言葉を贈るとしたら「有言
即行」でしょうか。僕が東邦高校で絶対に野球部に入
れてもらおうと、入学式の日に職員室に阪口監督を訪
ねて直訴したように。人によって伸びる時期は違うと
思いますが、努力の結果は必ずいつか花開くことを信
じ、頑張ってください。

坂本　佳一（さかもと・よしかず）さん
　名古屋市南区出身。1977年夏の甲子園で東邦高
校が準優勝した時の１年生エース。1980年に法政
大学経済学部に入学。東京６大学野球リーグ、社
会人野球の日本鋼管でもプレー。現在は岡谷鋼機

（名古屋市中区）に勤務し建設プロジェクトを担当。
少年野球を育てるためのＮＰＯ活動やＮＨＫ高校
野球解説でマイクに向かう時も。54歳。

東邦高校運動場で開催された準優勝報告会（東邦高校野球部史から）

久し振りに訪れた母校正門前で
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地域創造研究所

年齢、地域を超えた200人が参加し
『地球のステージ4』を開催

地域創造研究所所長　山極　完治
　11月28日（土）に本学で「地球のステージ４～果てな
き地平線」が開催されました。この公演は、ライブ音
楽と大画面の映像、スライドと語りを組合せた新しい
タイプのコンサートステージ、2012年より本学で開催
し、今年で４回目を迎えました。
　この公演には、多くの老若男女、地域を超え約200
人が大教室を埋め尽くしました。NPO法人地球のス
テージ代表理事桑山紀彦さんは、最近では東ティモー
ル、パレスチナのガザ地区など紛争地帯で奔走する医
師であり、ご自身も東日本大震災の被災者でもあり

ます。得難い体
験を裏づけにし
た言葉には力が
あり、多くの人
を惹きつけるも
のです。私たち
に「生きる意味」
を問いかけ、そ
れぞれの「生き
方」を振り返る貴重な場となりました。学生たちに向
かい「今、この時期を大切にしてほしい、無駄にして
はいけない」と強く訴えかけ、それに応え学生から核
心を突く質問が出るなど、意気込みを感じる熱気に包
まれた公演会となりました。

東邦学園「フレンズ・TOHO」　　
設立20年で渡辺和子さんが記念講演
　東邦学園「フレンズ・TOHO」の設立20年記念講演
会が９月19日、名古屋市中区の名古屋東急ホテルで開
催され、ノートルダム清心学園理事長の渡辺和子さん
が記念講演を行いました。
　渡辺さんは「現代の忘れもの」のテーマで、200人
近い参加者に講演。「愛知県は両親の出身地でありと
ても懐かしい場所です」という渡辺さんは、９歳の

時、2.26事件に
遭遇し、教育総
監だった父が目
の前で青年将校
によって命を落
としたこと、厳
しい母子家庭生
活を余儀なくさ

れた戦後、18歳
で洗礼を受けカ
トリック信者と
なり、ボストン
での大学院生活
を経て、大学学
長として若い学
生たちと関り続
けてきた人生を振り返りました。
　2016年２月で89歳を迎える渡辺さんは、「若い時に比
べたら身長が14cmも低くなりましたが、これまで見る
ことができなかったものも見えるようになってきました。
人間は謙虚でなければいけません」と、時にはユーモ
アをまじえながら、「待つことができる心、人を思いや
る心、自分を大切にする心」の大切さを語りました。
　渡辺さんは榊直樹理事長の感謝の言葉を受けた後、
午後６時から始まる岡山でのミサに参加するため大き
な拍手に送られ、会場を後にしました。

東邦会

「東邦の和」51号で特集の　　　　
　「社会で活躍する同窓生」が好評

高校同窓会　東邦会事務局
　東邦会（東邦商業学校・東邦中学校・東邦高等学校
の卒業生で組織）では、毎年10月に同窓会報「東邦の和」
を発刊し、全ての同窓生および在校生や学園関係者に
お配りしています。前回号より大幅にリニューアルし、
一段と読みやすく親しみやすいよう工夫されています。
　今回も巻頭には、「社会で活躍する同窓生」を特集記

事として組みました。角界、芸能
界、財界など各方面での著名人も
登場。これもまた多くの同窓生か
らご好評をいただいています。さ
らに現役生のクラブ活動や進学
状況も詳しくお知らせするとと
もに、各学年の同窓会やＯＢ会の
様子も掲載しています。今後と
も事務局では、学園関係者の皆
さまから様々な情報提供をお待
ちしております。

卒業生、在校生にも
大好評「東邦の和」
第51号の表紙

フロアからの質問に　　　　　　
一つ一つ答える桑山さん（中央）

200人近い参加者に講演する渡辺さん
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　愛知東邦大学・東邦学園大学・東邦学園短期大学・東邦高等学校卒業生の子または愛知東邦大学在学生・卒業
生のきょうだいに対して入試を実施します。
　特典として愛知東邦大学の入学金が半額になります。
　一般入試と比べ条件も有利です。ぜひこの機会にご利用ください。
　　　　【Ⅲ期　出願期間】　2016年１月29日（金）～２月17日（水）
　　　　【お　問　合　せ】　愛知東邦大学　入試広報課　TEL：０５２－７８２－１６００

東邦学園同窓生入試のお知らせ

愛知東邦大学学生寮「TOHO 
Learning House」を開設します

学生課　二宮　加代子
　愛知東邦大学は2016年４月、学生寮「TOHO 
Learning House」（ラーニング・ハウス）をオープンす
ることになり、新入生、在学生を対象に募集を始めま
した。
　この学生寮は、学生の“学びと成長”の場を創出し“自
分で考え成長する”をコンセプトに運営される東海地
区では新しい試みの寮となり、愛知東邦大学の教育活
動の新たな挑戦でもあります。
　この「TOHO Learning House」は、一部屋に６人

で生活する仕組みであるシェアハウス形式を取り入れ、
日常生活の中で将来の社会人として必要とされる素養
を磨く環境を整えています。また、共同生活で培われ
る人間力だけでなく、寮内外で行われる地域交流や独
自イベントを準備し、年間プログラムを通して授業で
学んだ専門スキルを実践するなど、魅力ある生活環境
を“寮生自ら”が創り出す仕組みを兼ね備えた従来の概
念を打ち破る新しいコンセプトの学生寮です。
　入寮定員は41人（６人部屋６室、１人部屋５室）。月
額寮費は６人部屋が１万9000円、１人部屋が４万円で、
学生負担を最小限に抑えることで、学生生活をバック
アップしていきます。

　愛知東邦大学硬式野球部出身で富山県の社会人野球
チームに所属する高柳翔宇選手（2013年経営学部卒）が、
プロ野球独立リーグの福井ミラクルエレファンツ（福
井市）からドラフト指名を受け、入団が決まりました。
愛知東邦大学出身者では初のプロ野球入団者となりま
す。
　高柳選手は右投げ右打ちの内野手。2009年に国士舘
高校から愛知東邦大学に入学。１年生からセカンド、

サードを守りながら主軸打者として活躍し、４年生の
時は主将を務めました。高柳選手は愛知東邦大学時代
から指導を受けている荻巣幹典コーチとともに12月15
日、母校を訪れ、榊直樹学長に入団のあいさつを行い、

「プロ野球選手になる最後のチャンスに挑戦してみた
かった。最終目標であるNPB（日本野球機構）をめざ
して頑張りたい」と決意を語りました。

榊学長を訪れた高柳さん



アメリカの「選挙」の話
　今年は、アメリカ大統領選挙の年です。「大統領選挙は、直接選挙、そ
れとも、間接選挙でしょうか｣　｢これまでに女性候補者はいたでしょ
うか｣　｢日本の選挙との仕組みの違いは｣　｢一票の重みはどう対処
されているのでしょうか｣
これらの問いをテーマに「選挙」について一緒に考える講座です。

◆講　師　佐々木裕美　本学経営学部教授
　　　　　岩野一郎　　南山大学名誉教授
◆日　時　９／３　土曜日　13：00～ 14：30
　　　　　９／10　土曜日　13：00～ 16：10
◆受講料　1,500 円

英文多読入門
－オックスフォード・リーディングツリー（ORT）を読む－

　英文多読とは、やさしい英語の本をたくさん読んで英文に慣れ親し
むことです。多読に関する説明とともに、英文多読用図書を読みます。
どなたでも大歓迎です。必要とされる英語のレベルは中学校 1 年修了
程度です。ごいっしょに学びませんか！

◆講　師　竹越美奈子　本学経営学部准教授
◆日　時　７／２・16・23　各土曜日　10：00～ 11：30
◆受講料　1,500 円

　
失敗しないパッケージツアーの選び方

－そうだ、海外へ行こう－
　｢せっかくの海外旅行だから、ツアー選びを失敗したくない｣　｢以
前参加したツアーがいま一つだったから、今度こそ自分に合ったツ
アーを選びたい｣という方々に、秘訣をお伝えします！

◆講　師　安齋みどり
◆日　時　６／ 18・25　各土曜日　10：00～ 10：40
◆受講料　無料

　
パパ・ママ一緒に考えよう！

将来のための生活設計
　将来、子どもにどれくらいお金かかかるの？家族が増えると生活費
はどれくらい？　金融や資産運用の知識は一切不要です。
子育てや生活に必要な資金に関する不安の解消を目指します。

◆講　師　髙橋洋平
◆日　時　６／ 11　土曜日　10：00～ 11：30
◆受講料　無料

企業の底力を確実にアップさせる
ブランディングの最新ノウハウ

　ブランディングとは、《これからの時代にどんな存在であるべきかというコ
ンセプトを定めること》から始まります。
成功企業事例をご紹介し、架空企業をテーマに
ブランド戦略を実際に立案します。

◆講　師　上條憲二　本学経営学部教授
◆日　時　５／ 17・31　６／７・21　７／５・19　各火曜日　18：30～ 20：00
◆受講料　6,000 円

レジスタンストレーニングを
体験しよう !!

　筋肉に負荷を与えるレジスタンストレーニングを体験し
て、筋力アップすることで、身体のバランスが改善し快適なラ
イフスタイルを手にすることが可能です。是非一度、お試しく
ださい。

◆講　師　葛原憲治　本学人間学部教授
◆日　時　５／ 11・18・25　各水曜日　18：30～ 20：00
◆受講料　2,000 円（スポーツ保険代を含みます）

脳科学・心理学の知識を生かして、
脳の活性化を体験しよう

　マルチタスク（複数の作業を同時に行う）運動を体験していただく
など、脳科学や心理学の知見から、脳の活性化や認知症予防に効果的
な方法をご紹介します。楽しみながら体験してみませんか。

◆講　師　橘廣　　　本学人間学部教授
　　　　　中野匡隆　本学人間学部助教
◆日　時　６／ 10・17・24　各金曜日　13：00～ 14：30
◆受講料　2,000 円（スポーツ保険代を含みます）

歩いて行ける地域生活圏を共に
創り出してみませんか？

　少子・超高齢社会を乗り切る上での頼りは、充実した｢歩いて行け
る地域生活圏｣です。豊かな地域生活圏づくりの重要性をごいっしょ
に考えてみましょう。

◆講　師　山極完治　本学経営学部教授
◆日　時　６／ 14　火曜日　18：00～ 19：30
◆受講料　500 円

各講座の詳細、講座お申込みから受講スタートまで
のステップについては、3 月 7 日（月）以降、本学
の公式Webページにて
ご確認ください。

各講座の会場は本学ですが、以下の講座につ
いては、ウィンクあいちを予定しています。
｢企業の底力を確実にアップさせるブラン
ディングの最新ノウハウ｣

愛知東邦大学　コミュニティカレッジ
地域に開かれたキャンパスとして、本学の特色を活かした講座を開講します。地域の皆様との知的交流を通して、

「学びのコミュニティ」を創出します。日々をより知的に過ごす――。共に学びませんか。

2016 年度前期公開講座のご案内

2016年４月　経営学部国際ビジネス学科　開設記念講座
～東海地域の企業の海外事業をしっかりと支える｢コア人材｣を育成します～

学部の特色を活かしたオススメ講座
学びをとおして

職場での

モチベーション

Up を !

◆会場　　　　　
　ウインクあいち

近畿日本ツーリスト株式会社 寄附講座 SMBC コンシューマーファイナンス株式会社 寄附講座

愛知東邦大学

教育学部は、
名東区

子育て支援ネットワークと

連携した活動を計画中！


